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＊ ＊＊＊＊＊＊＊ S.Ashinaキリスト教学特殊講義１

序論：近代世界とキリスト教

第１講：啓蒙思想のインパクト

１：近代以前の宗教思想－ －神学的あるいは形而上学的

①西洋宗教思想の源泉としてのキリスト教とギリシア思想

これは、中世哲学では、神学と哲学、信仰と理性という問題において展開

される。トマスは、自然神学と啓示神学という神学体系構想によって、この

問題を解決する（トマス的総合）

②宇宙論的な神の存在証明（経験世界→神）

＝日常世界と宗教世界の統合

２：近代世界におけるキリスト教批判

１．中世的宗教改革的キリスト教世界の崩壊の帰結

キリスト教の普遍性あるいは合理性に対する根本的な問題提起

社会統合の原理がキリスト教から次第に分離し、キリスト教の地位が相対的に

低下する。

ホッブズ，トーマス[英]Hobbes,Thomas 1588-1679 イギリスの哲学者，

政治思想家

２．近代世界における弁証神学の課題
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第２講：宗教学と宗教本質論

１：理神論とカント

１－１：ドイツ古典哲学の宗教論

３．ドイツ古典哲学とは

啓蒙主義の影響とドイツにおける独特の展開

４．Hermann Nohl, Die deutsche Bewegung von 1770-1830

1.Aufklarung 2.Sturm und Drang 3.Kants Philosophie-Klassik(Goethe) 4.Romantik 5.Hegel

１－２：啓蒙主義の宗教論－理神論(Deism)

５．ハーバード，エドワード[英]Herbert, Edward 1581-1648

チャーベリーのハーバード(Herbert of Cherbury)

『真理について』(1624)

６．ロック，ジョン[英]Locke, John 1632-1704

経験論哲学、宗教的寛容や政教分離、『キリスト教の合理性』 1695、

広教主義

７．トーランド，ジョン[英]Toland, John 1670-1722
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『非神秘的なキリスト教』(Christianity not mysterious, 1695)

『汎神論大全』(Pantheisticon, 1720

８．啓蒙的自律的個人とその自由 ←→人間理性を他律的にしばる権威

９．カント『単なる理性の限界内の宗教』

Die Religion innerhalb der Grenzen der blo･en Vernunft 1793

神への道は、理論理性から実践理性へ。宗教の倫理化・内面化

１０．ロマン主義的反動（民族、神話、美、感情）

１１．ヘーゲル的総合（近代ドイツ哲学による総合の頂点）
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